
草 花

８,９月のみごろの花・生きもの

キキョウ（桔梗）
キキョウ科／７月～万葉集で朝貌と詠まれた花

ミソハギ（禊萩）
ミソハギ科／８月上旬～湿地に咲くお盆の供花

オトギリソウ（弟切草）
オトギリソウ科／８月上旬～止血効果のある薬草

セリ（芹）
セリ科／８月～春の七草も夏に花

イネ（稲）
イネ科／８月中旬～小さな花からお米に

キツネノカミソリ（狐剃刀）
ヒガンバナ科／７月下旬～畦を彩る彼岸花の仲間

オグルマ（小車）
キク科／８月～昆虫たちを集める湿地の花

センニンソウ（仙人草）
キンポウゲ科／ 8月～野生のクレマチス

サワヒヨドリ（沢鵯）
キク科／９月～湿地を彩る藍那のフジバカマ?!

タコノアシ（蛸の足）
タコノアシ科／８月下旬～花序や実の形からの名称

ツリガネニンジン（釣鐘人参）
キキョウ科／９月～秋の野にうつむいて咲く

オミナエシ（女郎花）
スイカズラ科／８月下旬～黄色眩しい秋の七草

ゲンノショウコ（現の証拠）
フウロソウ科／９月～道端に咲く優れた整腸生薬

ヒガンバナ（彼岸花）
ヒガンバナ科／９月中旬～畦を彩る曼珠沙華

シラヤマギク（白山菊）
キク科／９月中旬～まばらに咲く頭花は野趣に富む

秋の野に 咲きたる花を 指折り かき数ふれば 七種の花 ／ 萩の花 尾花 葛花 なでしこの花 をみなへし また藤袴 朝顔の花 <万葉集　山上憶良 >
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樹 木

動 物

カラスザンショウ（烏山椒）
ミカン科／７月下旬～葉は蝶を実は鳥を呼ぶ

ショウジョウトンボ（猩々蜻蛉）
トンボ科／猩々のように真っ赤なとんぼ

クサギ（臭木）
シソ科／７月下旬～花はアゲハチョウ類を呼ぶ

ハチクマ（蜂熊）
タカ科／ハチ類を主食とする勇壮なタカ

ハチク （蜂熊）
写真協力：日本野鳥の会ひょうご　北野　光良

ヌルデ（白膠木）
ウルシ科／８月～虫こぶはお歯黒用の黒色染料

写真協力：今給黎 靖夫

ヒメウラナミジャノメ（姫裏波蛇目）
タテハチョウ科／草の上をフワフワ飛ぶ目玉模様

写真協力：今給黎 靖夫

ツクシハギ（筑紫萩）
マメ科／９月～マルバハギに比べて花序が長い

マルバハギ（丸葉萩）
マメ科／９月～花は葉にうずもれるように咲く

クリ（栗）
ブナ科／９月～縄文の昔から食される秋の味覚

ツマグロイナゴ（褄黒稲子）
バッタ科／湿った草原を好む大型のバッタ

ショウリョウバッタ（精霊蝗虫）
バッタ科／旧盆（精霊祭）のころに現れることから

ヒメウラナミジャノメ（姫裏波蛇目）

アシグロツユムシ（脚黒露虫）
キリギリス科／林縁の草木の上で生活している

リスアカネ（りす茜）
トンボ科／林内のため池に現れる赤とんぼ

リスアカネ（りす茜）
写真協力：兵庫・水辺ネットワーク　大嶋 範行

オオルリ（大瑠璃）
ヒタキ科／秋の移動期、木の実を食べに集まる

オオルリ（大瑠璃）
写真協力：同左

葉月 長月

二十四節気八月旧称 七十二候 二十四節気九月旧称 七十二候

白露

秋分

立秋

処暑

涼風至／すずかぜいたる
寒蝉鳴／ひぐらしなく
蒙霧升降／ふかききりまとう
綿柎開／わたのはなしべひらく
天地始粛／てんちはじめてさむし
禾乃登／こくものすなわちみのる

草露白／くさのつゆしろし
鶺鴒鳴／せきれいなく
玄鳥去／つばめさる
雷乃収声／かみなりすなわちこえをおさむ
蟄虫坏戸／むしかくれてとをふさぐ
水始涸／みずはじめてかる

ヤマトタマムシ（大和玉虫）
タマムシ科／Jewel beetleと呼ばれる美しい甲虫


